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口
樹
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授
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聞各

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

年

三並
ロ日

デ
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

O
五
月
八
日
、
東
京
都
豊
島
区
要
町
一
丁
目
四
七
番
地
二
（
現
在
要
町
一
丁
目
三
三
番
地
）
に
、

父
井
口
長
次
（
山
手
樹
一
郎
）
、
母
ヒ

昭
和
二
二
年
（
一
九
三
八
）

数
え
年
一
歳

五
歳

。
四
月
、
長
崎
若
葉
幼
稚
園
に
入
園
。

八
歳

O
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
開
戦
。
校
庭
で
放
送
を
聞

昭
和
一
六
年
（
一
九
四

。
四
月
、
東
京
第
二
師
範
附
属
豊
島
国
民
学
校
に
入
学
。

昭
和
一
九
年
ご
九
四
四
）

。
八
月
下
旬
、

一
一
歳

山
形
県
上
ノ
山
の
月
岡
ホ
テ
ル
に
集
団
疎
開
。

一
二
歳

昭
和
二
O
年
（
一
九
四
五
）

O
五
月

四
年
生

上
ノ
山
よ
り
東
村
山
郡
西
郷
村
字
小
穴
の
蓬
莱
寺
へ
再
疎
開
。

O
一
一
月
二
日
、
疎
開
地
よ
り
帰
京
。

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）

満
二
二
歳

。
八
月
十
五
日

終
戦
の
詔
勅
を
手
伝
い
先
の
農
家
で
間
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昭
和
二
五
年
（
一
九
五

O
）

O
四
月
、
東
京
開
成
中
学
校
に
入
学
。

一
六
歳

O
四
月
、
東
京
開
成
高
等
学
校
に
進
学
。

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

一
九
歳

O
九
月
三
日
、
折
口
信
夫
、
逝
去
。

O
四
月
、
慶
謄
義
塾
大
学
文
学
部
に
入
学
。

二
O
歳

昭
和
二
九
年
二
九
五
四
）

池
田
浦
三
郎
先
生
の
授
業
を
始
め
て
受
く
。

。
四
月
、
国
文
学
専
攻
に
籍
を
置
く
。
「
原
典
購
読
（
伊
勢
物
語
）
」
で
、

二
二
歳

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六

O
五
月
、
休
学
し
、
京
都
に
遊
ぶ
。
北
白
川
、
紫
楽
荘
に
滞
在
。

二
三
歳

昭
和
三
二
年
ご
九
五
七
）

O
四
月
、
復
学
す
る
。

昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）

生
宅
へ
伺
う
。

O
四
月
、
慶
癒
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
国
文
学
専
攻
に
入
学
。
父
、
池
田
先
生
に
私
を
お
預
け
す
る
旨
、
ご
挨
拶
に
先

二
四
歳

。
九
月
、
始
め
て
、
折
口
信
夫
先
生
の
お
墓
へ
先
生
に
誘
わ
れ
る
。

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）

五
歳

O
四
月
、
慶
謄
義
塾
中
等
部
授
業
嘱
託
と
な
る
（
三
五
年
度
ま
で
）
。

七
歳

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
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O
三
月
一
一
日
、
肺
結
核
の
た
め
慶
雁
義
塾
大
学
病
院
四
号
棟
五
二
二
号
室
に
入
院
。
修
士
課
程
修
了
。
。
九
月
、
特
別
病
棟
に
移

昭
和
三
七
年
（
一
九
六

り
、
遠
藤
周
作
氏
の
値
遇
を
得
る
。

二
八
歳

O
三
月
、
慶
臆
病
院
退
院
。
な
お
自
宅
療
養
。

昭
和
三
八
年
ご
九
六

O
夏
、
軽
井
沢
で
療
養
。

二
九
歳

。
四
月
、
慶
謄
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
国
文
学
専
攻
に
入
学
。
指
導
教
授
、
久
松
潜
一
先
生
。

O
一
一
月
二
日
、
奈
須
野
和
子
と
結
婚
。

O
一
O
月
二
五
日
、

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四

折
口
信
夫
博
士
記
念
奨
学
金
第
一
号
を
受
く
（
翌
年
第
三
号
）
。

三
O
歳

O
四
月
、
上
智
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
。

昭
和
四
O
年
（
一
九
六
五
）

O
こ
の
年
よ
り
指
導
教
授
、
池
田
先
生
。

三
一
歳

逝
さ
れ
る
。

O
四
月
、
佐
藤
春
夫
氏
の
慶
謄
義
塾
大
学
に
お
け
る
久
保
田
万
太
郎
記
念
講
座
「
わ
が
詩
学
」
の
助
手
役
を
務
め
る
も
、
五
月
六
日
、
急

昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六

三
二
歳

O
四
月
、
上
智
大
学
文
学
部
助
手
。

三
三
歳

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七

O
四
月
、
慶
謄
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
講
師
（
四
四
年
ま
で
）
。

三
四
歳

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八

(481) 4-



O
四
月
、
上
智
大
学
文
学
部
専
任
講
師
。

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九

O
三
月
、
慶
謄
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
、
単
位
取
得
退
学
。

コ
一
五
歳

O
五
月
、
豊
島
区
千
川
町
一
丁
目
五
番
地
（
現
在
、

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
O
）

千
川
一
ノ
一
ノ
一
九
）
に
転
居
。

三
六
歳

O
四
月
、
慶
磨
義
塾
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
五
一
年
三
月
ま
で
）
。

三
七
歳

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
二

O
四
月
、
上
智
大
学
文
学
部
助
教
授
（
五
一
年
三
月
ま
で
）
。

四
二
歳

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六

で
）
。

O
三
月
二
日
、
久
松
潜
一
先
生
逝
去
。

O
四
月
、
慶
態
義
塾
大
学
文
学
部
助
教
授
。
上
智
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
五
二
年
三
一
月
ま

昭
和
五
二
年
ご
九
七
七
）

四
三
歳

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）

O
四
月
、
慶
謄
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
。

四
四
歳

。
三
月
一
六
日

父
、
永
眠
。

院
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）

O
七
月
九
日
、
盲
腸
・
腹
膜
炎
の
た
め
日
本
大
学
板
橋
病
院
に
入
院
、
手
術
。

。
八
月
一
一
日
、
退

四
五
歳

O
七
月
二
日
、
腸
癒
着
の
た
め
日
本
大
学
板
橋
病
院
に
入
院
。

一
O
日
、

退
院
。
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昭
和
五
五
年
（
一
九
八

O
）

四
六
歳

O
三
月
、
池
田
先
生
、
慶
嬉
義
塾
大
学
を
定
年
退
職
。
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
に
移
ら
れ
る
。

学
研
究
科
委
員
会
委
員
に
な
る
。

昭
和
五
七
年
二
九
八
二
）

四
八
歳

O
七
月
五
日

。
八
月
三
O
日
、

ラ
ジ
オ
日
本
「
美
し
い
日
本
語
」
、

池
田
禰
三
郎
先
生
逝
去
。

放
送
。

昭
和
五
九
年
二
九
八
四
）

五
O
歳

O
四
月
、
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
講
師
。
「
源
氏
物
語
」
を
講
ず
（
六
一
年
度
を
除
き
平
成
八
年
三
月
ま
で
）
。

ラ
ジ
オ
東
京
「
正
し
い

生
、
ゼ
ミ
学
生
と
鎌
倉
霊
園
の
池
田
先
生
の
お
墓
に
詣
ず
。
以
後
、
毎
年
恒
例
と
な
る
。

O
四
月
、
慶
謄
義
塾
大
学
大
学
院
文

二
回
分
録
音
。
九
月
七
日
、
十
四
日

O
五
月
九
日
、
院

日
本
語
（
ま
ち
が
っ
て
使
わ
れ
や
す
い
こ
と
ば
）
」
、
四
国
分
録
音
。

O
一
O
月
二
日

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六

五
二
歳

N
H
K

ラ
ジ
オ
第
二
放
送
「
桜
と
日
本
人
（
や
す
ら
い
花
ご
録
音
。
山
田
宗
陸
氏
の
ゲ
ス
ト
。
四
月
九
日
放
送
。

瀬
戸
内
海
の
島
々
、
東
北
、
佐

O
三
月
三
日
、

四
月
一
日
、
特
別
研
究
休
暇
に
入
る
。
京
都
や
す
ら
い
祭
り
・
四
天
王
寺
・
住
吉
大
社
、
壱
岐
・
対
馬
、

渡
、
花
祭
り
・
雪
祭
り
な
ど
を
採
訪
す
る
。

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七

五
三
歳

学
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）
。
民
俗
芸
能
学
会
編
集
委
員
（
六
三
年
三
月
ま
で
）
。

O
六
月
一
五
日

O
四
月
、
特
別
研
究
休
暇
あ
け
る
。
実
践
女
子
大
学
美
学
美
術
史
専
攻
講
師
。
「
民
俗
学
概
論
」
を
講
ず
（
六
三
年
三
月
ま
で
）
。
上
代
文

母
、
永
眠
。

(479) 6-
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昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八

五
四
歳

O
三
月
二
十
七
日
、
浜
松
中
日
セ
ン
タ
ー
「
万
葉
集
講
座
（
万
葉
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
）
」
を
講
ず
。
以
降
、

O
七
月
四
日
ジ

四
回
。

ャ
パ
ン
F
M
で
「
F
M
き
わ
や
か
ス
タ
ジ
オ
・
夏
の
特
集
・
今
考
え
て
み
よ
う
日
本
語
」
五
回
分
録
音
。

文
部
省
よ

O
同
月
二
一
日
、

り
依
頼
を
受
け

昭
和
六
十
三
年
度
初
任
者
研
修
講
師
と
し
て

ニ
ュ
ー
ゅ
う
と
ぴ
あ
号
で
沖
縄
那
覇
へ
行
く
。
講
義
「
文
学
に
見
る
白

然
」
。
二
十
四
日
那
覇
着
。

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

五
五
歳

O
五
月
二
二
日
、
東
京
第
一
弁
護
士
会
・
文
化
講
演
会
で
「
日
本
語
の
中
の
日
本
人
」
を
講
演
。

O
七
月
一
九
日
、
肺
癌
の
加
藤
守
雄

氏
を
ご
自
宅
に
見
舞
い
、
折
口
信
夫
先
生
の
色
紙
、
短
歌
草
稿
、
愛
用
の
硯
を
い
た
だ
く
。

一
O
月
二
六
日
に
は
、
折
口
先
生
の
お
着
物

L
r
－
E

－p

－
、
，
－J
、
O

J
令
」
争

J

ナ
J
ー
ノ
＼

O
一
O
月
一
日
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
千
葉
の
講
師
と
な
り
「
古
事
記
」
を
講
ず
。
以
降
平
成
四
年
に
か
け
て
、
「
伊
勢

物
語
」
、
「
日
本
霊
異
記
」
を
講
ず
。
O
一
二
月
二
六
日
、
加
藤
守
雄
氏
、
逝
去
。

平
成
二
年
（
一
九
九

O
）

五
六
歳

O
一
O
月
七
日
、
和
歌
文
学
会
代
表
幹
事
と
な
る
。

平
成
三
年
（
一
九
九
二

五
七
歳

O
三
月
七
日
、
学
位
論
文
審
査
を
う
け
、
可
決
。
文
学
博
士
と
な
る
。

O
七
月
一
二
日
、

フ
ジ
テ
レ
ビ
「
ク
イ
ズ
年
の
差
な
ん
て
」
の

正
解
者
と
な
り
、
「
ハ
リ
コ
ノ
ト
ラ
」
録
画
（
以
降
平
成
五
年
ま
で
）
。

O
一
一
月
六
日
、
久
保
田
万
太
郎
記
念
資
金
委
員
と
な
り
同
委

員
会
に
出
席
（
以
降
十
一
年
六
月
ま
で
）
。

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

五
八
歳

-7-(478) 



O
六
月
二
七
日
、
慶
嬉
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
「
池
田
端
三
郎
先
生
十
年
祭
」
で
講
演
。
後
、
山
食
で
小
パ
ー
テ
ィ
ー
を
主
催
す
。

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

O
一
O
月
二
四
日
、
和
歌
文
学
会
で
「
節
会
と
歌
謡
及
び
和
歌
」
を
講
演
。
代
表
幹
事
解
任
。

五
九
歳

学
会
評
議
員
と
な
る
。

N
H
K

ラ
ジ
オ
・
フ
レ
ア
イ
ラ
ジ
オ
パ
ー
テ
ィ
ー
「
桜
を
歌
う
」
に
生
出
演
。

O
九
月
二
三

O
四
月
六
日
、

O
六
月
一
一
一
日
、
全
国
大
学
国
語
国
文

O
九
月
二
一
日
、
鴨
下
信
一
君
、
小
要
賢
昭
君
と
『
文
芸
春
秋
』
「
同
期
生
」
の
写
真
撮
影
。

る 日
、
昭
和
薬
科
大
学
諏
訪
教
室
で
「
薬
と
古
代
国
文
学
」
を
講
演
。

理
事
と
な

。
一
O
月
三
O
日
、
民
俗
芸
能
学
会
で
盛
岡
に
行
き

。
一
一
月
二
六
日
、
慶
磨
義
塾
大
学
芸
文
学
会
委
員
長
に
就
任
（
平
成
九
年
六
月
ま
で
）
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四

六
O
歳

。
一
月
二
二
日
、
西
脇
順
三
郎
先
生
生
誕
百
年
祭
行
事
講
演
会
の
司
会
を
務
め
る
。

理
事
解

。
六
月
八
日
、
折
口
信
夫
全
集
改
訂
版
の
編
集
会

任 議
に
出
席
。
以
降
、
編
集
委
員
と
な
り
現
在
に
至
る
。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）

O
七
月
一
七
日
、

O
一
一
月
二
七
日
、
民
俗
芸
能
学
会
を
慶
態
義
塾
大
学
で
開
催
。
後
、

六
一
歳

日
本
大
学
板
橋
病
院
に
入
院
、
翌
一
八
日
、
回
盲
部
切
除
（
大
腸
三

0
セ
ン
チ
）
。
三
一
日
、
退
院
。

O
九
月
二
一

日
、
妻
和
子
、
子
宮
体
癌
の
た
め
準
広
汎
子
宮
全
摘
出
手
術
を
受
く
（
以
降
、

六
二
歳

平
成
八
年
二
九
九
六

一
一
年
一
月
ま
で
抗
癌
剤
投
与
を
受
く
）
。

O
八
月
二
九
日
、
遠
藤
周
作
氏
昇
天
。
十
月
二
日
、
遠
藤
氏
の
葬
儀
に
参
列
。

六
三
歳

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）

(477) -8-



O
四
月
、
清
泉
女
子
大
学
大
学
院
博
士
課
程
非
常
勤
講
師
と
な
る
（
平
成
一
一
年
三
月
ま
で
）
。
O
六
月
二
二
日
、
藤
原
茂
樹
君
が
来

宅
し
、
神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
が
四
年
生
学
部
を
作
る
に
当
た
り
、
慶
磨
定
年
後
の
就
任
を
要
請
。
一
週
間
後
、
承
諾
。

O
一
二
月

一
五
日
、
慶
謄
義
塾
大
学
病
院
に
胃
癌
の
た
め
入
院
。

平
成
一
O
年
（
一
九
九
八
）

六
四
歳

O
一
月
六
日
、
胃
三
分
の
二
の
摘
出
手
術
を
受
く
。
二
三
日
、
退
院
。

O
一
一
月
二
二
日
、
豊
島
区
要
町
一
丁
目
三
三
番
地
三
に
転

居
。

平
成
一
二
年
（
二
0
0
0

）

三
月
、
慶
雁
義
塾
大
学
定
年
退
職
。

-9-(476) 



業

市責

覧

(475) 

〔
著
書
〕

植
物
故
事

風
の
木
水
の
花

三
友
社

昭
和
必
年
目
月

く
ら
し
の
季
節
〈
日
本
人
の
民
俗
2

年
中
行
事
〉

実
業
之
日
本
社

昭
和
日
年
7

月

日
本
語
の
常
識
非
常
識

講
談
社

昭
和
白
年
7

月

日
本
語
の
履
歴
書

講
談
社

昭
和
白
年
9

月

境
界
芸
文
伝
承
研
究

三
弥
井
書
店

平
成
3

年
目
月

-10 

古
典
の
中
の
植
物
誌

三
省
堂

平
成
2

年
2

月

こ
と
わ
ざ
万
華
鏡

小
池
書
院

平
成
7

年
ロ
月

い
い
日
本
語

ち
ょ
っ
と
う
ま
い
使
い
方

講
談
社

平
成
7

年
ロ
月

誰
も
が
「
う
っ
か
り
」
誤
用
し
て
い
る
日
本
語
の
本

講
談
社

平
成
日
年
7

月

（
監
修
本
）

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
日
本
語
（
4

ゴ
マ
ブ
ッ
ク
ス

昭
和
日
年
4

月

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
日
本
語
（
5

ゴ
マ
ブ
ッ
ク
ス

昭
和
白
年
6

月



ど
ち
ら
が
正
し
い
？

こ
と
わ
ざ
2
0
0
0

講
談
社

（
論
文
）

上
代
に
お
け
る
関
に
つ
い
て
の
研
究

平
成
7

年
7

月

筋
馬
考

『
義
文
研
究
』
第
初
号

昭
和
刊
年
叩
月

『
国
文
学
論
叢
第4
輯
・
上
代
文
学

昭
和
初
年
4

月

炎
よ
り
の
誕
生

上
智
大
学
『
国
文
学
論
集
』
第
1

号

上
智
大
学
『
国
文
学
論
集
』
第
2

号

昭
和
M
年
3

月

「
き
か
ほ
か
ひ
」
の
要
因

「
皇
御
孫
命
」
考
ー
そ
の
語
義
と
位
置
を
め
ぐ
っ
て
｜

競
技
と
童
戯

「
伝
統
と
現
代
』
第7
号

学
芸
書
林

折
口
信
夫
・
歌
評
以
前

『
三
国
文
学
』
第
幻
巻
第
日
号
、

日
本
人
と
エ
ロ
ス

ヴ
ェ
リ
タ
ス
出
版
社

「
日
本
人
」
1

「
関
」
を
形
成
す
る
文
学

上
智
大
学
「
国
文
学
論
集
』
5

号

「
ま
れ
ぴ
と
」
の
ふ
る
さ
と

『
現
代
詩
手
帖
』

新
年
「
離
し
詞
」
の
系
譜

『
芸
能
』
第
口
巻7
号

和
ω
年
日
月

に
再
録

古
代
研
究

日
本
昔
話
集
成
、
物
語
と
語
り
物

東
京
美
術
社

昭
和
問
年
刊
月

に
再
録

研
究
と
資
料
』

至
文
堂

昭
和
必
年
3

月

昭
和
必
年
目
月

『
喜
文
研
究
』
第
幻
号

昭
和
44 
年
4 
月

昭
和
必
年
日
月

昭
和
必
年
3

月

昭
和
必
年
ロ
月

思
潮
社

昭
和
必
年
6

月

昭
和
叩
年
7

月
（
『
古
代
歌
謡
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
、
有
精
堂
、

『
説
話
文
学
必
携
』

東
京
美
術

昭
和
日
年
刊
月
（
『
日
本
短
編
物
語
事
典
」

-11-

日召
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成
人
祝
い

口
一
一
調
と
文
芸

日
本
人
の
命
名
の
思
想

相
一
い
手
の
問
題

『
死
者
の
圭
日
』
論

倭
建
請
の
背
景

「
日
本
民
俗
学
の
視
点
』
1

ハ
レ

日
本
書
籍

（
晴
）
の
生
活

「
こ
と
ば
の
遊
ぴ
と
芸
術
』

大
修
館

昭
和
日
年
目
月

三
一
一
口
語
』
〈
命
名
特
集
〉大
修
館

昭
和
白
年
1

月

『
日
本
文
学
研
究
の
た
め
に
』

新
典
社

昭
和
臼
年
4

月

「
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
幻
巻
7

号

学
燈
杜

「
国
学
院
雑
誌
』
第
紛
巻
3

号

昭
和
弘
年
3

月

『
国
語
科
教
育
法
』

『
折
口
信
夫

孤
高
の
詩
人
学
者

国
語
政
策
、
第
五
節

慶
謄
通
信
教
育
教
材

第
三
節

国
語
教
科
書

作
品
と
思
想
』

国
文
学
の
発
生
｜
「
ま
れ
ぴ
と
」
の
発
見
、
翁
の
発
生
l

「
ま
れ
ぴ
と
」
像
の
軌
跡

ワ
ヨ
H
U
A

吐
戸
い
！
っU
1
1

げ
町
禾
よ
り
よ
土

1
i
E
Y

雛
の
貝
！
あ
る
い
は

有
斐
閣

ヨ
、
臣
昨
一
一
．
1

面
早

E
t

ノ
ム
U《
叫
叶U
4
4イl
J

二
日

「
三
田
評
論
』
第
制
号

昭
和
田
年
3

月

「
国
文
学
論
叢
新
集2

・
古
代
の
文
学
と
民
俗
』

万
葉
皇
統
譜
試
考
！
志
貴
皇
子
｜

昭
和
町
年
2

月

東
歌
の
心
と
祈
り

平
安
時
代
の
年
中
行
事
と
短
歌

『
探
訪
神
々
の
ふ
る
さ
と
9

・
東
国
の
荒
ぶ
る
神
々
』

『
短
歌
研
究
』
第
ぬ
巻
2

号

『
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
」

明
治
書
院

蘇
生
語
及
び
他
界
相

風
土
記
、
高
橋
氏
文
、
古
語
拾
遺

『
国
文
学
論
叢
新
集5

・
折
口
信
夫
ま
れ
び
と
論
研
究
』

巻
八
成
立
の
背
景

小山4
寸」

館 昭
和
日
年
目
月

昭
和
白
年
6

月
昭
和
M
年
3

月

桜
楓
社

昭
和
田
年
日
月

昭
和
町
年
目
月

昭
和
田
年
9

月

桜
楓
社

昭
和
問
年
9

月

芸
能
史
！
師
承
の
学
・
そ
の
展
開

人
と
学
問
』

昭
和
問
年
4

月
（
昭
和

ω
年
『
国
文
学
年
次
別
論
文
集
』
上
代
に
再
録
）

昭
和
印
年
7

月

慶
嬉
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
室
編

「
上
代
文
学
』
第
臼
号

「
池
田
端
三
郎

(473) 

そ
の
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鹿
鳴
謹
の
由
来
｜
古
代
鹿
の
文
学
と
芸
能
｜

こ
と
わ
ざ
・
成
句
！
こ
と
わ
ざ
十
章
｜

『
金
田
一
春
彦
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
第
3

巻

三
省
堂

『
美
し
い
日
本
語
講
座
・
こ
と
ば
の
生
活H
』昭

和
白
年
3

月

池
田
浦
三
郎
記
念
公
開
講
座
「
先
生
の
学
問
」

芸
能
研
究
目
的
の
模
索

『
芸
能
』
第
お
巻
第4
号

芸
能
史
、
翁
の
発
生

『
別
冊
国
文
学
・
折
口
信
夫
必
携
』

壱
岐
の
花
摘
袋

『
魚
津
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
第
3

号

「
呪
二
一
一
口
・
呪
詞
」
「
芸
能
史
」
『
折
口
信
夫
事
典
』

対
馬
の
石

『
妻
文
研
究
』
第
四ω号

昭
和
白
年
7

月

芸
能
伝
承
の
目
的

『
民
俗
芸
能
研
究
』
第
8

号

『
高
橋
氏
文
』
家
職
の
誇
り

『
国
文
学
』
解
釈
と
鑑
賞

橋
の
芸
文
｜
催
馬
楽
成
立
小
考
｜

『
妻
丈
研
究
』
第
日
号

再
録

境
界
芸
文
伝
承
研
究
の
序

『
妻
丈
研
究
』
第
四
川
号

をま
芸
文
伝
承
に
お
け
る
性

『
文
学
・
語
学
』
第
m
号

神
代
と
人
倫
・
第
一
稿

『
三
田
評
論
』
第
叩
号

池
田
嬬
三
郎
先
生
十
年
祭
l

霊
魂
を
分
与
し
て
下
き
っ
た
方
々
へ
｜

『
三
国
文
学
」
第
九
巻
訂
号

N
H
K

学
園

『
魚
津
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
第
1

号

昭
和
白
年
4

月

学
燈
社

昭
和
白
年
5

月

昭
和
白
年
3

月

大
修
館

昭
和
白
年
7

月

昭
和
日
年
刊
月

第
U
A巻
3

号

至
丈
堂

平
成
1

年
3

月

平
成
1

年
3

月
（
平
成
1

年
『
国
文
学
年
次
別
論
文
集
』
中
古
1

に

昭
和
印
年
7

月

昭
和
ω
年
4

月

平
成
2

年
日
月
（
平
成
2

年
『
国
文
学
年
次
別
論
文
集
』
国
文
学
一
般
に
再

平
成
3

年
6

月

平
成
4

年
日
月

平
成
4

年
日
月

13 (472) 



池
田
先
生
の
学
問
と
そ
の
後
｜
霊
魂
信
仰
の
ゆ
く
え
｜

『
魚
津
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
第
8

号

大
嘗
祭
と
歌
謡
及
び
和
歌
i

『
琴
歌
譜
』
十
一
月
節
を
中
心
に
｜

『
妻
文
研
究
』
第
白
号

薬
と
古
代
国
文
学

『
薬
・
自
然
・
文
化
』
第
3

号

昭
和
薬
科
大
学

平
成
6

年
4

月

神
代
と
人
倫

『
古
代
文
学
講
座
日
」

平
成
7

年
4

月

勉
誠
杜

倭
舞
の
展
開
ー
そ
の
意
義
及
び
音
楽
を
巡
っ
て
｜

ヲ
三
口
語
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
お
号

年
次
別
論
文
集
』
に
再
録

芸
能
史
及
ぴ
芸
能
伝
承
論

『
国
文
学
』
解
釈
と
教
材
の
研
究

第
必
巻
1

号

学
燈
社

大
嘗
祭
と
歌
謡
及
ぴ
和
歌
2

｜
巳
日
「
御
遊
」
の
催
馬
楽
を
中
心
に
｜

『
妻
文
研
究
』
第
刀
号

古
典
に
お
け
る
草
木
花

『
人
の
心
と
自
然
環
境
』

カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス

平
成
凶
年
4

月

〔
そ
の
他
〕

1 

編
集
・
編
著

池
田
瓶
三
郎
著
作
集
5

巻
「
身
辺
の
民
俗
と
文
学
」
。
対
談
「
わ
た
し
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」

池
田
嫡
三
郎
著
作
集
2

巻
「
芸
能
伝
承
論
」
、
対
談
「
芸
能
史
の
制
約
と
組
織
」

角
Jll 
書
店

池
田
浦
三
郎
『
日
本
文
学
伝
承
論
』

中
央
公
論
社

編
集
後
記

昭
和
ω
年
6

月

折
口
信
夫
全
集
ノ
ー
ト
篇
追
補
第

1

巻
「
神
道
概
論
」
。
月
報
「
神
道
概
論
成
稿
ま
で
」

平
成
5

年
3

月

平
成
6

年
3
月

平
成
8

年
ロ
月
（
平
成
9

年
『
国
史
学

平
成
9

年
1

月

平
成
9

年
ロ
月

角
川
書
店

昭
和
弘
年
叩
月

昭
和
日
年
1

月

中
央
公
論
社

昭
和
白
年
刊
月

折
口
信
夫
全
集
ノ
l

卜
篇
追
補
第
2

巻
「
二
一
一
口
語
伝
承
論
」
。
月
報
「
言
語
伝
承
論
に
つ
い
て

l

国
語
史
研
究
の
目
的
｜
」

中
央
公
論
社

(471) 14 



刀
口
H
U

つ
ど
千
1
i
1
j

n
日

T
木
l
n
h
Uメ
工

芸
文
伝
承
研
究
〈
池
田
嬬
三
郎
先
生
十
年
祭
記
念
論
集
〉

小
集
楽

2 

原
稿
作
成

折
口
一
信
夫
全
集
ノl
ト
篇

伊
勢
物
語

中
央
公
論
社

第
日
巻

第
日
巻

中
央
公
論
社

万
葉
集
巻
十
六
講
義

第
9

巻

祝
詞

月
報
「
死
者
の
声
」

3 

評
論
・
書
評
・
解
説
そ
の
他

昭
和
幻
年
度
国
語
国
文
学
の
展
望

上
代
（
散
文
）

平
成
4

年
4

月

昭
和
何
年
9

月

昭
和
必
年
日
月

中
央
公
論
社

昭
和
必
年
ロ
月

昭
和
必
年
5

月

15 

ぷ
ろ
ふ
ぃ
l

る
池
田
禰
三
郎
氏

『
歴
史
と
人
物
』
第4
巻
第
5

号

『
文
学
・
語
学
」
第
訂
号

昭
和
ω
年
5

月

「
日
本
文
学
の
発
生
序
説
」
の
課
題

『
日
本
文
学
の
発
生
序
説
』
解
説

柳
凹
国
男
「
分
類
民
俗
語
葉
」
書
評

『
芸
能
』
第
口
巻2
号

池
田
端
三
郎
『
ま
れ
び
と
の
座

折
口
信
夫
と
私
』
解
説

中
公
文
庫

池
田
嬬
三
一
郎
『
わ
が
幻
の
歌
ぴ
と
た
ち
｜
折
口
信
夫
と
そ
の
周
辺
』
書
評

梅
原
猛
「
歌
の
復
籍
」
上
・
下
書
評

日
本
経
済
新
聞
日
月
間
日

こ
と
わ
ざ
の
境
遇

池
田
浦
三
郎
コ
曇
ら
し
の
中
の
こ
と
わ
ざ
」

中
央
公
論
社

角
川
文
庫

昭
和
印
年
9

月

昭
和
日
年
2

月

昭
和
白
年
4

月

『
芸
能
』
第
初
巻
刊
号

昭
和
田
年
目
月

（
日
曜
版
）

昭
和
M
年
日
月

(470) 

旺
文
社
文
庫

昭
和
田
年
4

月



池
田
浦
三
郎
『
行
く
も
夢
止
ま
る
も
夢
』
書
評

『
塾
』
第
凶
巻1
号

文
化
功
労
賞
に
選
ば
れ
た
山
本
健
吉
君

昭
和
同
年
ロ
月

昭
和
問
年
2

月

『
塾
」
第
四
巻
6

号

舎
人
の
嘆
き

『
慶
謄
キ
ャ
ン
パ
ス
」

昭
和
町
年
7

月
日
日

随
身
諒
詞

『
短
歌
」
第
m
巻
9

号

角
川
書
店

昭
和
町
年
9

月

わ
が
心
の
風
景

魚
津
青
島

『
泉
』
第
却
号

昭
和
問
年
2

月

池
田
禰
三
郎
「
芸
能
・
演
劇

胎
生
の
場
」
図
版
解
説

文
化
勲
章
を
受
章
し
た
山
本
健
吉
君

『
塾
』
第
幻
巻
1

号

昭
和
問
年
2

月

『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
第
7

巻

小
学
館

『
池
田
禰
三
郎

人
と
学
問
」
年
譜

昭
和
印
年
7

月

池
田
浦
三
郎
『
日
本
文
学
の
グ
素
材
ム
書
評
と
紹
介

『
芸
能
』
第
初
巻
刊
号

愛

師
弟
と
友
人
と

『
三
国
文
学
』
第
侃
巻
目
号

平
成
1

年
8

月

池
田
浦
三
郎
〈
人
物
史
・
芸
能
研
究
の
昭
和
ご
）
〉

「
芸
能
」
第
訂
巻
目
号

折
口
信
夫
の
世
界
「
三
田
の
万
葉
旅
行
」
（7
回
）

『
芸
能
』
第
幻
巻
日
号
l
m
ω巻
5

号

昭
和
三
十
六
年
の
こ
と
〈
追
悼
1

遠
藤
周
作
｜
〉

『
三
田
文
学
』
第
花
巻
必
号

す
べ
て
』
文
春
文
庫
に
再
録

4 

座
談
会

民
俗
芸
能
と
性
（
西
角
井
正
慶
氏
・
郡
司
正
勝
氏
・
田
原
久
氏
・
山
路
興
造
氏
と
）

ワ
ヨ
H
U
つ
i
u戸
「
ハ
リ
1
1

H
町
三
木
1
P
O
主
唱

1
1
ノ

平
成
1

年
目
月

昭
和
問
年
1

月

平
成
2

年
日
月
i
3

年
5

月

平
成
9

年
2

月
（
平
成
刊
年
4

月
「
遠
藤
周
作
の

『
民
俗
芸
能
』
第
初
号

昭
和
叫
年
4

月

(469) 16-



『
池
田
禰
三
郎
著
作
集
』
を
め
ぐ
っ
て
（
安
藤
仲
介
氏
・
松
原
秀
一
氏
・
若
林
真
氏
と
）
『
三
色
旗
』
第
別
号
昭
和

M
年
目
月

追
悼
池
田
浦
三
郎
の
学
問
（
加
藤
守
雄
氏
・
三
隅
治
雄
氏
・
安
西
英
太
郎
氏
・
若
林
真
氏
と
）
『
塾
」
第
初
巻

6

号
昭
和
町

年
ロ
月

芸
能
伝
承
｜
民
族
と
芸
能
｜
（
加
藤
守
雄
氏
・
三
隅
治
雄
氏
・
仲
井
幸
二
郎
氏
と
）

『
三
田
評
論
』
第
叩
号

民
話
と
そ
の
周
辺
（
君
島
久
子
氏
・
沼
田
曜
一
氏
と
）

桜
を
愛
で
る

（
黒
河
内
清
氏
・
工
藤
園
子
氏
と
）

（
口
頭
発
表
・
講
演
〕

上
代
関
に
つ
い
て
の
一
考
察

上
代
文
学
会

筋
馬
考

国
文
学
研
究
会

於
慶
謄
義
塾
大
学

皇
御
孫
命
の
語
義
と
位
置
に
つ
い
て

国
文
学
研
究
会

関
を
形
成
す
る
説
話
の
形

説
話
文
学
会

『
三
田
評
論
』
第
蜘
号

於
慶
磨
義
塾
大
学

『
三
田
評
論
』
第
糊
号

昭
和
日
年
2

月

平
成
2

年
2

月

平
成
9

年
4

月

昭
和
ω
年
6
月

昭
和
お
年
5

月

於
慶
謄
義
塾
大
学

と
こ
よ
及
ぴ
よ
ろ
づ
よ

於
慶
謄
義
塾
大
学

於
慶
謄
義
塾
大
学昭

和
日
年
日
月

地
人
会

万
葉
集
は
い
つ
出
来
た
か

（
中
西
進
氏
・
山
口
博
氏
と
）

対
馬
の
石

国
文
学
研
究
会

於
慶
臨
応
義
塾
大
学

壱
岐
の
花
摘
袋

地
人
会

於
慶
謄
義
塾
大
学

芸
文
伝
承
に
お
け
る
性

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

神
代
と
人
倫

国
文
学
研
究
会

於
慶
嬉
義
塾
大
学

節
会
と
歌
謡
及
ぴ
和
歌
｜
『
琴
歌
譜
』
十
一
月
節
を
中
心
に

昭
和
必
年
5

月

上
代
文
学
会

昭
和
白
年
日
月

昭
和
白
年
1

月

於
い
わ
き
明
星
大
学

平
成
4

年
6

月

和
歌
文
学
会

昭
和
幻
年
6

月

於
早
稲
田
大
学

昭
和
路
年
日
月

平
成
2

年
同
月

於
慶
謄
義
塾
大
学

平
成
4

年
同
月

-17-(468) 


